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言
Ｉ
■
■
ｒ
９
Ｐ
陪
囲
■
Ｆ
■
Ⅵ
”
凹
宇
１
“
．
二
一

〃
ミ
ズ
“
は
ミ
ス
で
も
ミ
セ
ス
で
も
な
い

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
あ
な
た
自
身
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
主
役
は
あ
な
た
。

こ
の
作
品
は
名
ス
タ
ー
、
ロ
ー
レ
ン
・
バ

コ
ー
ル
主
演
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
傑
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

副
年
度
の
ト
ニ
ー
賞
の
４
部
門
を
独
占
受

賞
し
た
名
作
中
の
名
作
の
〃
ミ
ズ
〃
・

叩
し
恥
取
ん

大
阪
は
５
年
ぶ
り
と
い
う
鳳
蘭
と
、
初
顔

合
せ
の
細
川
俊
之
が
主
演
。
働
く
女
性
の

集
合
体
〃
シ
ャ
ル
レ
″
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
・

テ
ス
の
生
き
方
に
共
鳴
し
て
今
回
の
公
演

を
提
供
し
て
い
る
。
公
演
は
８
月
４
日
か

ら
妬
日
ま
で
大
阪
梅
田
コ
マ
劇
場
で
、
前

売
開
始
は
５
月
お
日
か
ら
。
壷
妬
而
）
３
２
５
１

ぅ
し
毎
■
４

張
り
切
っ
て
い
る
鳳
蘭
に
さ
っ
そ
く
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
。

つ
に
は
凄
い
努
力
が
要
り
ま
す
ね
。
私
な

ん
て
〃
愛
の
結
晶
“
ま
で
生
れ
て
（
笑
）
男
の

子
と
女
の
子
の
二
人
。
凄
－
い
、
努
力
な
し

で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
の
。
一
番
気
を
遣

う
の
は
子
供
の
性
格
形
成
途
上
ね
。
仕
事

の
間
は
一
緒
に
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
で

も
、
私
の
場
合
、
仕
事
は
年
に
２
本
で
４

ヵ
月
、
あ
と
の
８
ヵ
月
は
子
供
の
側
だ
か

ら
、
他
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
方
々
よ

り
は
時
間
的
に
多
い
で
し
ょ
う
ね
。
」

凸

＆

季
島 東宝ミュージカル特別公ｌ

権
ミ
ズ
”
の
主
役
の
デ
ス
は
、
女
性

の
幸
せ
は
、
愛
か
仕
事
か
〃
自
分
の
道
〃
を

選
ぶ
の
に
悩
み
ま
す
が
ツ
レ
ち
ゃ
ん
は
？

鳳
「
結
局
ね
、
愛
が
な
か
っ
た
ら
仕
事
が

出
来
な
い
ん
で
す
。
仕
事
を
す
る
の
に
は

愛
が
必
要
。
女
性
に
と
っ
て
は
ね
、
両
方

必
要
な
の
よ
。
は
さ
ま
れ
る
の
じ
や
な
く

オ
ォ
ト
リ
ラ
ン
ツ
レ
ち
ゃ
ん

圃
鳳
詰
閲
主
演
女
后
慢
が
語
る

女
性
の
幸
せ
は
愛
？
仕
事
？

〆
夕

あ
な
た
に
／
，

､■

て
。
〃
ミ
ズ
“
も
最
後
は
愛
と
仕
事
と
両
方

手
に
入
れ
ち
ゃ
う
。
絶
対
、
女
性
に
と
つ

■
●

て
は
愛
が
一
番
ノ
．
男
性
は
仕
事
が
一
番
ね
。
」

ｌ
ツ
レ
ち
ゃ
ん
は
両
手
に
花
で
：
、

鳳
「
え
え
、
私
は
愛
に
も
恵
ま
れ
て
ま
す
。

切
ら
し
た
こ
と
が
な
い
（
笑
）
あ
－
そ
ん
な

こ
と
な
い
か
（
笑
）
愛
と
仕
事
を
両
手
に
持

ごとし最高の女性

萱
と
し
最
高
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
“
を
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鳳
「
え
え
、
宝
塚
な
く
し
て
は
私
は
語
れ

な
い
（
笑
）
で
も
ね
、
宝
塚
に
い
た
こ
と
で

外
へ
出
て
い
っ
て
も
恐
く
な
い
。
何
し
ろ

あ
ら
ゆ
る
芸
事
の
基
礎
が
身
に
つ
い
て
い

ま
す
で
し
よ
。
出
て
行
っ
て
も
恐
い
こ
と

が
な
い
と
い
う
の
は
素
晴
し
い
こ
と
で
す

よ
。
」

ｌ
“
ミ
ズ
“
の
舞
台
で
気
に
入
っ
て
い
る

所
は
？

鳳
「
ま
さ
に
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
生
き

方
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
考
え
方
。

じ
め
じ
め
し
て
い
な
く
て
カ
ラ
ッ
と
し
て

い
る
。
明
る
い
夫
婦
ゲ
ン
カ
と
い
う
か
。

い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
的
な
女
性
と
い
う
か
。

日
本
も
働
く
女
性
の
時
代
に
な
っ
て
来
た

訳
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
思
い
あ
た
り
ま
す

よ
。
き
っ
と
。
」

ｌ
こ
の
雌
シ
ャ
ル
レ
“
さ
ん
だ
っ
て
働
く

女
性
た
ち
で
グ
ン
グ
ン
伸
び
て
来
て
ま
す

も
の
ね
。
細
川
俊
之
さ
ん
と
は
初
め
て
？

け閏

1ﾉ‘．

こ
で
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
を
見
て
、
も
と
へ

戻
る
の
よ
・
ま
あ
、
ス
テ
キ
だ
か
ら
ぜ
ひ

楽
し
み
に
観
て
下
さ
い
ね
。
満
席
に
し
た

い
ワ
ノ
．
」

’
８
月
が
楽
し
み
。
待
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
“
ミ
ズ
“
の
想
い
出
を
…
。

鳳
「
ち
ょ
う
ど
〃
ミ
ズ
“
の
初
演
が
、
結
婚

一
年
後
位
で
、
主
人
と
〃
ミ
ズ
〃
の
セ
リ
フ

を
憶
え
な
が
ら
ケ
ン
カ
を
し
て
い
て
（
笑
）

主
人
も
舞
台
を
観
て
、
自
分
が
舞
台
に
出

て
い
る
見
た
い
だ
っ
て
（
笑
）
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
思
い
あ
た
る
セ
リ
フ
。

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
を
妻
に
し
て
い
る
男

性
に
と
っ
て
思
い
あ
た
る
セ
リ
フ
と
身
に

憶
え
の
あ
る
場
面
。
も
う
ホ
ン
ト
に
私
は

役
づ
く
り
し
な
か
っ
た
、
そ
の
ま
ま
（
笑
）

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
愛
す
る
人
が
い
な
け

れ
ば
仕
事
を
し
て
な
い
と
思
う
け
れ
ど
、

私
は
堂
々
と
公
表
で
き
て
、
堂
々
と
生
き

て
い
ら
れ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
う
明

る
い
世
界
に
い
た
か
ら
結
果
が
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
演
歌
の
歌
手
さ
ん

が
、
生
活
が
ハ
ッ
ピ
ー
な
の
に
〃
悲
し
い

酒
“
な
ん
て
歌
う
の
大
変
だ
も
の
れ
（
笑
）
」

１
１
ｌ
宝
塚
の
土
台
が
物
を
い
っ
て
ま
す
ね
。

『

鳳
「
え
え
、
今
の
奥
さ
ま
が
、
宝
塚
出
身

で
、
一
緒
に
お
食
事
し
た
り
、
と
て
も
気

心
が
良
く
判
っ
て
ま
す
の
で
や
り
や
す
い
。
」

ｌ
ツ
レ
ち
ゃ
ん
ほ
ど
の
計
画
性
と
ガ
ッ

ッ
で
愛
を
得
た
ヅ
カ
生
も
少
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
。

胤
「
ウ
ラ
の
努
力
が
大
変
な
ん
で
す
。
努

力
。
努
力
（
笑
）
決
め
だ
ら
突
き
進
む
こ
と

デ
ス
。
（
笑
）
こ
れ
や
思
っ
た
ら
進
む
の
よ
・

あ
と
は
ポ
ー
ッ
と
…
し
て
る
。
（
笑
）
そ
の

代
り
、
決
め
た
時
に
後
悔
し
な
い
と
自
分

で
納
得
し
て
か
ら
突
き
進
む
。
後
は
い
い

加
減
（
笑
）
仕
事
も
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
と

い
う
と
き
、
よ
－
く
考
え
て
選
ん
で
る
。
」

ｌ
で
も
、
仕
事
っ
て
ど
ん
ど
ん
来
る
と

嬉
し
い
か
ら
や
っ
て
し
ま
う
。
選
ぶ
の
が

難
し
い
。

鳳
「
そ
こ
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
選
ん
で
る

の
．
そ
う
で
な
い
と
離
婚
さ
れ
ち
ゃ
う
（
笑
）

〃
ミ
ズ
〃
は
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
受
け
て
、

ダ
ン
ナ
を
放
っ
て
し
ま
う
の
。
で
も
、
そ

８
月
４
日
娠
←
妬
日

５
月
記
日
前
売
開
始

ｓ
ｌ
６
５
Ｏ
Ｏ
円
／
Ａ
Ｉ
４
８
Ｏ
Ｏ
円

Ｂ
１
３
０
０
０
円
／
Ｃ
１
１
５
０
０
円

電
話
予
約
は

壷
０
６
（
３
１
５
）
１
６
４
６

'１１琶
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日

ｴ 』

■

すばらしい眺めとくつろぎを、
お約束いたします

すばらしい眺めとくつろぎを
お約束いたします| ポートアイランド情報

神戸ポートピアホテル
市民広埋駅下車垂( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車増完愉〉

神戸ポートピアホテル
市民広埋駅下車垂( 3 0 2 ) 1 1 1 1
〈5 0 0 台収容駐車増完愉〉

、

岡
Ｎ
・
籾
ｈ
胸
‐
０
１
』
一
殉
Ⅵ
ｈ
臼
可

ＡＳＭ/vqA， ６月ＪＵＮＥ

皿神戸国際展示堵
７日～９日’8 4 ＫＯＢＥインターナシ

ョナルＯＡショー
１２日～1 4 日第９回ジヤパンフェスト
１６日、１７日建設槻械ワイワイセール
ロ神戸国際会膜堀
８日、９日第９回オフィスオート

メーション学会
「都市経営とＯＡ」

■メインホール
２１日井上好子ピアノリサイタル

１９:00～20:4５（邦￥20000
回神戸市立青少年科学館｢ 科学鯛演会」
２日『山と私｣ 今井通子（登山家）
９日ｒ化学の面白味」福井灘一

国田崎ホール( エスパス･ メディア）
１６日１６:００～１８: 0０

田崎真珠クラシックコンサート
神戸室内合奏団

指揮岩測蹴太郎
ｖＩＯ･ 北浦洋子
曲目ヴイヴァルディ｢ 四季」

ビゼー｢真珠とり」ｅｔｃ
※先着5 0 名樫入場無料

国貿易促進センター
インド洋の陣< 、『スリランカ展」
１０: ００～1 5 : ００７月８日まで

国ポートアイランドスポーツセンター
１５日釦、大プールのオープン
２１日水津勧宝閲催

皿神戸ポートピアホテル
●オーストラリア料理フェア
コーヒーハウスr サンマロJ ( ２Ｆ）
１１:００～22 : 3０
オーストラリア
セットﾒ ﾆ ｭ ｰ ｰ

2 0 日まで
の独特の料理2 0 数種
￥2,500
￥3 . 5 0 0

●J u n e B i r t h d a y T r e a t s
鉄核焼「但馬｣ (２Ｆ）
６月にお誕生日をお迎えのお客様に
ささやかなお祝いをご用意
・プレンデトワールライブスケジュール
スカイラウンジ「プレンデトヮール」

（30F）
２日
９日
１６日
22日

3 0日

谷けい子（ジャズ）
小田隈子（ポピュラー）
シュアー（ジャズ）
2 4 日三品< におとハー

ライツ〈ラテン）
清野由美〈ジャズ）

ロポートターミナル入港外国船
４日１７: 0 ０
ロイヤルバイキングスター
９日２３: ００
バールオブスカンジナビア

パー.

ボートアイランド情報

神戸市ポートアイランド
総合住宅展示場
市民広堪駅下車西側
10800～６:００垂(302)6592
専用大駐車増完備

ふれあいのチヤンネル
サンテレビジョン
中央区港島中町６－９－１
神戸国際交流会館1 0 Ｆ

念(302)3333

ポートアイランドの観光に
ついてのお問い合せは

( 社) 神戸国際観光協会
中央区港島中町６－９‐・１
神戸国膿交流会鮒５Ｆ

念(303)1010

ポートアイランドへの
快適なご案内役

ポートライナー
神戸新交通株式会社

登(302)2500
神 戸国際会議場一
神戸国際展示場
ワールド記会

人間を通して理解する科学技術
神戸市立青少年科学館
ポートライナー｢ 南公園｣ 下車
水曜､第４木覗定休む(302)5177

ＡＭ９：３０～剛４：３０

多目的スポーツ施股
神戸市立
ボー ﾄｱｲﾗﾝドｽポー ﾂセン

市民広喝駅下車
か(302)1031

ﾀー

ファッショナブル･ パーク
ＫＯＢＥ
ポートピアランド

ポートライナー1 . 南公図_ 下車すぐ
含(302)2820

田崎ホール( エスパス･ メディア）
田崎真珠
ファッションタウン

中央区港島中町６－．３－２
念(302)3321

ファンデーション＆ランジェリー
株式会社シャルレ
ファッションタウン

中央区港島中町７．．７－１壷(302)7171
お客機相鮫室き( 3 0 2 ) ７１８１

レストラン
欧風特選小皿料理2 0 種

神戸精養軒
ポートアイランド支店

中央区港島３－８‐・１
壷〈30 2 ) 3 8 1 8（中公園より北10 0ｍ）

喫茶・レストラン
バーグ

神戸商工買易センタービル2 4Ｆ念( 2 5 1 ) 1 9 6 1
みなと異人館き( 3 0 2 ) 0 9 7 6
ブーン《神戸国際展示溺内）念( 3 0 2 ) 5 3 1 0
ロマンチックな港のレストラン

フィッシャマンズポート

繍溌柵I 網ノ

タオルブテイック
ベガ･ ポートピア
神戸ポートピアホテル内
パレビァンヵ１Ｆ
念(302)2153

バリーブティック
クロス

神戸ポートビアホテル内
パレビアンカ２Ｆ
金(302)1558

海鮮酒家
海 皇

ポートライナーr 中
神戸ポートアイラン

公園
ドビ
｣ 下車
ル１１Ｆ

正午～９剛含( 3 0 2 ) 0 0 0 8

ショッピングセンター
ダイエー
ポートアイランド店

市民病院前下車念( 3 0 2 ) 5 7 2 1
１０: 0 0 ～1 9 : ００駐車増有
インドレストラン

ゲイロード
ポートアイランド店

市民病院前駅ダイエービル１Ｆ
１１:00～10:００垂(302)5728.5729
ダイエ－の駐車噸をご利用下さい。

瀬戸料理と寿司
あじさい

市民病院前駅下車ダイエー南側
国陳会醗嬬北へ1 0 0 ｍ

１１台30～21530竃〈302)1500
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スリランカの美術工芸品、
民芸小物、カレー粉、セイ
ロンティーなどを扱ってい
るのが“ウイラ" ｡ 部屋自体
が１つのマンダラのごとき

議
灘

訪
卸
毒
叩
恥
勃
差
詑
真
ス
に
リ
に
、

サ
れ
法
舜
乱
張
捧
や
》
》
麺
》
》
》

ｽ ﾘ ﾗ ﾝ ｶ のこと噸１．，' 、豆~ ＝
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知りたいなら" ウィラ，, へ．ー- －－
キタノサーカスが力のこと
あれこれやりだした

ｊ
ぎ

し
言
‐
．

２階のﾚ ｽ ﾄ ﾗ ｿ では､ なこれがｽ ﾘ ﾗ ﾝ ｶ ･ ソー ﾝ の入口/
すや豆を使った珍しい本格り。オーナーの北嶋さんの
派カレーのコースも楽しめところには目下スリランカ
る。希望者にはスリランカの高等学校から日本と交流
のビデオをいつでも上映ししたいという話があり、ス
てくれるほかシソハリ語のリランカで勉強したい人が
図書も閲覧ＯＫ。時には卜いれば、受入先を紹介して
ラベル' 情報デスクに早がわくれる。ウイラ／( 2 2 2 ) 1 9 3 0 2 4 日（ただし予定ノ）“L l F E , , この前でフリーマーケットも

－－－－／

色 北野通信、
蝋: 霊デヘ鍵騨蝿
塞篭震鍵灘｣；
２階のレストラソーでは、なこれがｽﾘ ﾗ ﾝ ｶ ･ ゾー ﾝの入口／

スリランカのこと
知りたいなら" ウィラ" へ
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キタノサーカスが
あれこれやりだした

フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

1-5123
２: 3 O P M

( ランチ/ クインズランチはs P M まで）
５FM～10:3OPM(ディナー）

神戸割烹

お可川
中央区北野町１丁目5 - 1 0

壷222 - 3 5 1 1
～ｇＲＭ

？

手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

北野坂ハウス
中央区北野町２< 北野坂）

念2Ｚ2-3535
１１A M ～６ＰＭ月曜休

舶来民芸品・アンティーク

神戸ｺ ﾚ ｸ ｼ ｵ )／
北野通店念2 2 2 - 2 4 6 8

１０AM～５ＲＭ
異人館通店壷2 2 2 - 3 6 0 0

１０A M～８RＭ

花と植木

草 楽園
室221..1585

中央区山本通３丁目バス停前

ｇ: 3 0 A M ～ワ剛

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

茜2 4 2 - 0 1 3 1
５R M ～１A Ｍ水曜定休

フランス料理

ビｽ ﾄ ﾛドｩ ﾘ ﾖ ﾝ
中央区山本通２丁目1 3 - 6

念2 2 1 - 2 7 2 7
正午～1 0 剛月曜休

メンバーズラウンジ

異 人坂
中央区北野町２丁目9 - 2 2

1 1 M J ～５P M ( ティータイム）
５: 3 O P M ～1 2剛(メンバーズタイム）

ＯＯＦＦＥＥ＆ＳＯＵＶＥＮＩＲ

うろこの家
中央区北野町２丁目

-6 5 3 0

手づくりの店

がれりや馬亜乃
中央区北野町４丁目９－・
伊藤マンション2 1 号

五2 4 2 . 5 0 0 5
１Ｗ！～７ＲＭ水曜休

６

美容室

ブルーあきら
中央区北野町３丁目

壷2 2 1 - 9 0 8 0
９A M ～６ＦＭ月･ 第３火休

弼芦蒔梼
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトブキビル

s 2 4 2 - 3 5 6 7
1 1 A M ～５P M ( ティ・・タイム）土暇休
６F M ～1 2 P M ( ドリンクタイム）日祝休

異人館のユーハイム

ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

壷2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 A M ～６１１Ｍ第３木曜定休

スパニヅシュレストラン

エル･ パンチョキタノ
中央区
アニル

3.1~目
ション1 Ｆ

水曜休

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 . - 1 7

壷2 4 2 = 1 2 3 4
１ＭM ～４R Ｍ
５P M～１

( ランチタイム）
111M(会員制）

フランス料理

ジャン・ムーーラン
中央区北野町３丁目１－１

垂2 4 2 - 4 1 8 8
１１: 3 0 A M ～２M
５１１M～10ＲＭ水曜休一
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▲

版1 町の元永定正氏がこの４月、ギャラリー・ド
・ラ・ぺで個展を州かれた。オーナーの平田和
子さんとは気心の知れた友達同志。昨年話題に
なったＦ１本のノーベル賛受賞者シリーズを含め、
新作が展示された｡ ｢ 湯川秀樹を描こうとすれば
なんとなく原子の火みたいになるし、佐藤栄作
を描けば平和のシンボル、向い鳩になるんです
よね。川端康成描く時は彼の小説の中の女性像

Ｆ
両 、刀
く
ア
ヱ
ロＦ

！
’

－

１､．

諜 嚇鉦鰯Ⅱ饗巻熟繍テナ’ｋ４…ノーベル賞受賞者シリーズの前で元永氏( 左) と平田さん

６

ｂＬ非琴

ラ
』
ば
り
し
人
★

ｒ

一 一雪一一

卿馴‘！

・うみ6

★冬1 ･ ラリーめＩ

書 廊鍵
５～１０
１２～１７
１９～2 4
2 6 ～％

アリスの会木彫展
布花グループ展
第７回縦紅会作品展
親和女子大学陶芸研
究部展

神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレックス東隣）
＼さ(078)39i-4137月曜休

画廊錦
1 4 ～１９油絵・銅版画展

神戸海皇女子学院大
学短大美術部

神戸市中央灰＝宮町１丁目
５‐･ 3 ０三宮センター街
か（078)331-1721-3水曜休

ギャラリー

あじさい

常設展

神戸市中央区三宮町１丁目
8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザ３Ｆ
念(078)331-1639.1067

S A L O N ＆G A L L E R Y 〈北野坂）

神戸時代

常設展

神戸市中央区中山手通1 丁目
2 3 - 1 0 モンシャトーコトブキ
ピル１Ｆ念(078)242-3567
g 惑喝( 昼) 土日休・スナック( 夜) 日砺休

ジョイント

ギャラリー

常設展

神戸市中央区三宮町１丁目

馴馴調凱ﾝﾄ3fノ

～ロ
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く御晶眉の程をお願いいたします｡

、

S ＵＭＭＥＲＧｌＦＴ

・お買い求めは…

､ &迩織
お届けします
さわやかな銘品灘奪綴

、

わらびの里の佃煮は、一切の人

工加味等の加工をしておりません。
それぞれの品は、皆様のお口に合
うよう、一つ一つの製品に愛着を坐

こめて手造りいたしております。
お好みに応じての独白のお味は

きっとお気に召す事と存じます。
気の利いたお使い物としてもたい
へん喜ばれておりますので、末永で

￥3 , 0 0 0

お取り合せ⑨( V - 3 0 ）
梅茶波､ 嶋峨の蝋､ ちりめん
山恢､ 雌京茶漉京楽昧

大丸芦屋店・大丸神戸店
各地階わらびの里店頭にて承ります の

お取り合せ⑫( V - 5 0）
ちりめん山恢､ 畦京茶澗､ 牛肉おぼろ燕、
京しぼり( 胡麻入) ､ 梅ひじき
2 0 7 ×3 2 0 ×6 9 1 . 2 5 8 ｑ

TEL（0797)23.5666ノ

卜葱脇壷
芦屋店：芦屋市打出小槌町3 ０

¥５，０００１乾麺ｾｯﾄ⑮(KN-30）230×221×581.1389
かんめん､スープ､にしんしぐれ燕．…･……･…･ ･ ･ '．.…￥3 , 0 0 0
2 9 5 ×2 9 5 ×5 ３９７４９

、※写真以外にもいろいろ取り揃えておりますので､ぜひご利用くださいませ。

〆
京の老舗ならではの味の逸品
－真心をつたえるわらびの里のギフトー

Ｉ

Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅲ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

お取り合せ⑬( わC - 7 0 ）
ちりめん山撤、牛肉おぼろ煮、錐京茶漬、う1 ニちりめん、
はも山倣、梅ひじき
2 6 3×3 0 3×5 0 1 . 2 5 6 9………･ ･ ･….………･ ･ ･ .…･…￥7 , 0 0 0

蝋

騨亭闘掴
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お届けします
神戸の銘品

Ｔ

４ディオールの最新型フレームが
よくお似合いの小山乃里子さん

、

ﾌ ｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ グラスのシーズン

です。稀くしゃれたフレームはデ
ザインが豊蹴なことはもちろん、
鹸近ではレンズの色もずいぶん多
くなりファッショナブルです
また思いがけないアイディアの

あるギフトとしてもファッション
グラスは好評ですので夏のご附稗
にいかがでしょうか
個性に合わせて、よくお似合い
になるものをお選びいたしますの
で、お気梶にご相談ください㈲

園侵部メガネ
神戸・大丸前念( 0 7 8 ) ３３１－１１２３

ノ
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お届けします
神戸の銘品

大切な方への真心をこめた御贈

答に、風格ある『御仕立券付御進
物碓地』及び『ギフト・チェック』
を御利用ください。御見立替券も
ご用意しております。
東京・大阪・神戸・姫路と1 1 本

の旋要都市にある渡遥の店舗では
万全のサービス態勢のもと、祥様
のお越しをお待ち申しあげており
ます。
御itiI〔券1;1伽進物生地〈|:下分￥200,00(}よ}１

Ａ
一
一

一
聖
’
一

一
『
１
．

画
嚇
雲
幽
璽

神戸市中央区磯上通８－１－３２グリーンビル
ＴＥＬ078.251 . 8 5 0 1㈹

毎月曜日と第３火曜定休９:30AM~6:30肌ノ
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神戸のよさが元町に…
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神戸三越元町商店街大丸前商店会大丸神戸店

町 グルプノフ厄
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戸
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１
１

多

あなたの恋を冒険をさりげなくフォローアッブ
カットにうるさい紳士淑女をうならせる

サソワ費ぺズ

フフレックスの地下工房
ＯｌｅＤＣＨﾑ1口

［S△9k-Speis］
神戸市中央区三宮町2 1 0 . . 2 3 三宮センター街ノリタケＢＦ
会331-3989W０９:30AM～６２３OPMイパ･マ最終受付う:3OPM）

一
】 ！

強一 毒塁裳識

届の夏ＭＡＣのオリジナルバソグが揃いま
した。キャンバス地にシンプルなデザイソが
好評. です。マリンルック化もびったしノノ

唯
一

陥
一
剛
一

Ｍ
｜
稚
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蕊
剛》

一
一
賑
い
。

シソワの' 8 4 ｻ ｰ ﾏ ・・コレクションは綿．麻等
の自然素材を中心としたヴィヴィッドなデザ
インがいっぱい。アダルトな女性のために…

ムム、
神戸市中央Ｆ二宮町２１０７
露3 3 ；3 0 9 8 3 2 1 - 0 2 0 0

画 匹
．: 宮センター街
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〒6 5 O 神戸市中央区山本通2 丁目3 番1 号
壷（0 7 8 ）２４２－６５００

、／

一枚の ステキな
デザインから オリジナル

リングが

莞KＸ
いつも神戸のファッションに

宝石サロンこうべふさわしいデザインを考えて、

〒6 5 l 神戸市中央区生田町ｌｒＩｆ２番１７
念（0 7 8 ）２４１１９００

オリジナルを制作しております。

鞘豊く＝しま
号

ノ販売ショーノ

悪
唾
噛
。
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で
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京
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、
ビ
ス

ケ
ー
ン
湾
の
ｕ
の
人
工
島
の
周

囲
を
ピ
ン
ク
の
布
で
〃
覆
っ

た
″
も
の
。
彼
の
芸
術
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
単
純
明
快
、
「
自

分
が
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
だ
と
感

じ
る
風
景
を
創
造
す
る
だ
け
。

好
き
だ
か
ら
さ
せ
て
欲
し
い
」

と
公
聴
会
で
も
国
や
州
の
お
役

人
達
を
納
得
さ
せ
て
き
た
。
目

下
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同

時
進
行
中
。
来
年
６
月
、
ス
ペ

イ
ン
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
Ｃ
・
コ

ロ
ン
ブ
ス
像
の
梱
包
を
す
る
こ

東
洋
人
が
守
る
の
で
す

昭
和
９
年
５
月
妬
日
、
白
鶴

酒
造
７
代
目
会
長
嘉
納
治
兵
術

に
よ
っ
て
白
鶴
美
術
館
が
開
館

し
た
。
以
来
印
年
間
、
東
洋
の

す
ぐ
れ
た
芸
術
を
世
に
紹
介
し

続
け
、
文
化
に
貢
献
し
て
来
た
。

「
先
々
代
の
会
長
が
約
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
集
め
た
コ
レ
ク

し
む
の
は
惜
し
い
。
世
間
の
入

職
》
燕

館
が
で
き
ま
し
た
。
戦
争
中
は

米
軍
に
秘
蔵
品
を
持
ち
去
ら
れ

し
た
」
と
な
つ
か
し
そ
う
に
現

嘉
納
正
治
会
長
は
語
っ
て
く
れ

た
。
さ
ら
に
、
「
東
洋
の
芸
術

は
や
は
り
東
洋
人
の
手
で
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
。

☆
シ
ュ
ミ
は
国
際
交
流
ネ

も
し
あ
な
た
が
西
ド
イ
ツ
は

オ
ー
デ
ン
ヴ
ア
ル
ト
の
フ
ー
ゴ

ー
邸
を
訪
れ
た
ら
、
彼
は
日
本

。#ｿ℃ｅ
Ｂ鱈a ｋ

１
１１７
１

旭
堂
さ
ん
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

出
演
に
よ
っ
て
若
い
女
性
た
ち

特
に
加
代
の
人
や
Ｏ
Ｌ
な
ど
の

入
門
問
い
合
せ
が
増
え
て
い
る

５
月
⑫
日
に
は
京
都
で
の
琵

琶
楽
名
流
会
、
ま
た
如
月
犯
日

に
は
神
戸
の
兵
庫
県
中
央
労
働

セ
ン
タ
ー
で
の
「
旭
堂
会
定
期

演
奏
会
」
な
ど
を
控
え
て
多
忙

な
毎
日
だ
が
、
若
い
人
た
ち
の

指
導
も
し
た
い
な
と
夢
は
い
っ

ぱ
い
だ
。

☆
落
語
を
神
戸
に
根
付
か
せ
て

第
相
回
芸
能
功
労
者
表
彰

神
戸
に
生
の
落
語
の
笑
い
を

普
及
さ
せ
ん
と
皿
年
に
わ
た
つ

州
》
碑
》
》
》
》
》
癌
諦
調
称

代
表
が
日
本
芸
団
協
（
中
村
歌

衛
門
会
長
）
か
ら
第
加
回
芸
能

功
労
者
表
彰
を
受
け
た
。

「
松
鶴
師
匠
は
じ
め
落
語
協
会

の
方
々
の
お
か
げ
で
す
」
と
感

謝
の
楠
本
さ
ん
。
風
月
堂
の
恋

雅
亭
、
東
灘
の
笑
民
寄
席
ほ
か

精
力
的
に
落
語
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

に
奔
走
し
て
き
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
し

て
き
た
が
、
落
語
に
到
着
ま
で

の
回
り
道
だ
っ
た
と
思
う
。
夢

は
神
戸
に
常
打
ち
小
屋
を
も
つ

こ
と
」
と
熱
い
情
熱
を
語
る
。

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
気
の

欝
一
鱗

の
会
長
。
リ
ト
ル
・
フ
ー
ゴ
ー

こ
と
中
谷
社
長
と
と
も
に
優
れ

て
は
日
本
へ
も
っ
て
来
る
ワ
イ

ン
文
化
の
仕
掛
人
で
あ
り
、
オ

ー
デ
ン
ヴ
ァ
ル
ド
で
は
加
年
の

歴
史
を
誇
る
国
際
交
流
団
体
、

代
表
で
も
あ
る
。
神
戸
と
の
交

６
日
ま
で
神
戸
市
少
年
少
女
合

奏
団
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
招
待
す

☆
若
い
女
性
に
人
気
上
昇
中
／

伝
統
芸
能
、
筑
前
琵
琶

「
最
近
、
若
い
女
性
の
入
門
者

が
増
え
て
と
て
も
喜
ん
で
い
る

ん
で
す
」
と
、
語
る
の
は
筑
前

琵
琶
の
柴
田
旭
堂
さ
ん
。

筑
前
琵
琶
と
い
え
ば
日
本
の

伝
統
的
芸
能
で
あ
り
、
琵
琶
曲

の
約
半
分
を
占
め
る
Ⅷ
曲
が
源

平
も
の
、
年
輩
層
の
フ
ァ
ン
が

多
い
の
は
当
然
と
い
う
の
が
常

農
》
溌

原
ま
り
）
さ
ん
の
レ
コ
ー
ド

「
平
家
物
語
」
な
ど
の
出
版
や
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出
発
の
十
時
四
分
よ

i;鱗；

か
ら
念
仏
に
終
わ
っ
て
し

緋
．
報

朝

蕊 鵠
実
現
し
た
。
題
し
て
東
京
珍
道
中
／

四
月
十
一
日
生
憎
小
雨
が
降
っ
た
り

物
の
な
い
よ
う
に
と
、
ポ
ス
ト
ン
バ
ッ

グ
の
中
を
毎
日
点
検
し
て
い
た
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
に
お
か

き
に
ピ
ー
ナ
ツ
に
あ
め
玉
と
、
お
や
つ

何
し
ろ
初
め
て
の
二
人
旅
な
の
で
忘
れ

ま
う
我
が
家
の
旅
行
計
画
が
よ
う
や
く初めての東京、皇居も見てきました

戸
駅
の
待
合
室
に
二
人
共
座
っ
て

た
。 や

ん
だ
り
の
中
、

し
、

り
息
子
が
海
外
旅
行
で
も
あ
る
ま
い

い
つ
郭
ｂ
、

荷
物
は
最
小
限
に
す
る
こ
と
等
々

ず
っ
と
早
く
九
時
す
ぎ
に
は
新
神

鱗

１
１１９
１

キ
ン
ゲ
／

が
女
房

劇

呼
韓

盛
り
残
し
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
す
る

靖国神社で し

も
い
っ
ぱ
い
入
れ
、
そ
れ
と
胃
腸
薬
か

ら
風
邪
グ
ス
リ
ま
で
、
メ
ガ
ネ
の
予
備

も
と
大
き
な
荷
物
を
両
手
に
出
発
し

た
。新

幹
線
も
新
神
戸
駅
も
初
め
て
の
私

は
窓
の
外
の
景
色
を
見
る
の
に
一
生
懸

命
。
（
も
う
二
度
と
東
京
に
行
く
事
無

い
か
も
知
れ
な
い
の
で
）
大
き
な
家
が

あ
れ
ば
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い
、
犬
が

い
る
と
、
聞
こ
え
な
い
の
に
呼
ん
で
見

た
り
。
主
人
の
方
は
、
通
路
を
ワ
ゴ
ン

を
押
し
て
色
ん
な
物
を
売
り
に
く
る
の

を
片
っ
端
か
ら
呼
び
止
め
て
は
財
布
の

出
し
入
れ
に
一
生
懸
命
。

〃
そ
ん
な
こ
と
あ
れ
へ
ん
。
食
堂
車

へ
行
こ
う
と
言
っ
て
も
置
引
き
が
心
配

や
か
ら
駅
弁
買
う
い
う
た
の
は
女
房
だ

っ
た
″昔

は
何
日
も
か
か
っ
て
辿
り
つ
い
た

お
江
戸
も
今
で
は
わ
ず
か
三
時
間
三
○

分
。
そ
れ
こ
そ
、
あ
っ
と
い
う
問
だ
。

〃
曇
り
空
で
富
士
山
が
見
え
へ
ん
と

女
房
怒
る
″

東
京
駅
か
ら
す
ぐ
に
地
下
鉄
で
上
野

へ
。
や
っ
ぱ
り
ま
つ
先
に
動
物
園
に
行

っ
て
し
ま
う
。
上
野
の
西
郷
さ
ん
の
前

で
記
念
写
真
。
桜
は
ま
だ
少
し
ふ
く
ら

ん
だ
所
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
色
ん
な

日
本
語
が
聞
か
れ
る
。

上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ
は
相
変
ら
ず

の
人
気
者
。
主
人
は
動
物
園
の
入
口
か

ら
例
の
カ
メ
ラ
を
回
し
始
め
、
右
に
左

に
い
っ
た
り
き
た
り
、
私
は
と
う
と
う

パ
ン
ダ
の
前
の
ベ
ン
チ
に
三
時
間
も
座

食
が
待
遠
し
く
、
や
っ
と
パ
イ

の
朝
食
に
あ
り
つ
く
。

っ
て
い
た
。

〃
・
ハ
ン
ダ
は
水
を
呑
む
時
、
ペ
ロ
ペ

ロ
と
イ
ヌ
の
よ
う
に
呑
む
の
か
、
ク
マ

の
よ
う
に
吸
い
呑
み
な
の
か
。
ク
マ
は

右
、
左
を
前
足
後
足
を
同
じ
に
だ
し
て

歩
く
の
で
体
が
横
ゆ
れ
す
る
。
パ
ン
ダ

は
犬
と
同
じ
四
足
交
互
に
歩
く
。

お
尻
で
ニ
オ
イ
を
つ
け
る
マ
ー
キ
ン

グ
の
位
置
が
地
上
よ
り
も
か
な
り
高
い

所
に
逆
立
ま
で
し
て
つ
け
て
い
る
の
は

何
故
だ
ろ
う
。

色
気
の
あ
る
オ
ス
は
よ
く
水
浴
す
る

の
で
き
れ
い
が
、
メ
ス
は
汚
れ
た
ま
ま

で
そ
の
気
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
な
ど

見
て
い
る
と
動
け
な
く
な
っ
て
他
は
何

も
見
ず
終
い
。
女
一
房
え
ら
い
怒
る
″

夕
方
五
時
か
ら
鳩
バ
ス
観
光
で
夜
の

東
京
見
物
、
浅
草
、
雷
門
前
で
記
念
写

真
、
島
原
の
オ
イ
ラ
ン
道
中
の
あ
と
、

落
語
寄
席
。
疲
れ
果
て
や
っ
と
ホ
テ
ル

に
戻
っ
て
、
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
江
戸

前
に
ぎ
り
鮪
と
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
と
喰
合

せ
み
た
い
な
食
べ
方
し
て
東
京
の
第
一

夜
の
眠
り
に
つ
く
。

明
朝
五
時
前
に
目
が
覚
め
七
時
の
朝

と
つ
・
て
き
て
、

か
ら
三
人
前
位
を
山
盛
り
テ
ー
ブ
ル
に

は
御
飯
と
み
そ
汁
と
和
食
に
し
た
″

－
コ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た

ふ
と
見
る
と
隣
の
初
老
の
紳
士
、

″
私
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
に
べ

食
べ
き
れ
ず
平
気
で
山
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蕊鍵蕊鍵

騨曜雷溌 h 愚

や
ら
心
配
す
る
や
ら
。
〃
つ
い
半
年
前

東
京
へ
一
人
出
張
。
車
中
、
え
ら
い
有

名
な
作
家
が
私
の
席
に
座
っ
て
、
狸
寝

入
り
、
代
っ
て
貰
う
よ
う
に
い
っ
て
あ

げ
よ
う
と
い
う
親
切
な
車
掌
を
制
し

た
。
「
よ
く
眠
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か

ら
」
な
ん
と
そ
の
あ
と
、
ビ
ー
ル
に
ウ
イ

ス
キ
ー
、
お
か
き
を
食
べ
ヨ
ダ
レ
を
流

す
。
そ
し
て
汚
し
回
し
て
い
た
こ
の
人

も
、
社
会
へ
向
け
て
、
い
け
ず
行
為
を

や
ら
か
す
オ
ッ
さ
ん
や
／
●
名
前
書
い
た

ら
ビ
ッ
ク
リ
す
る
で
／
″

剛撃

溌#蕊
盟塑唖囲盟塑唖囲 ■■

蕊蕊

０
１
２
１
１

の
無
一
一
の
親
友
、
元
上
野
の
力
や
ハ
飼
育

係
。
ポ
ス
タ
ー
に
は
西
山
園
長
が
駅
ま

で
動
物
と
お
迎
え
に
来
る
、
と
あ
っ

た
。
仲
々
や
っ
て
る
わ
い
。
心
か
ら
拍

手
を
送
っ
て
る
で
／
″

東
照
宮
西
参
道
の
日
光
ペ
ン
シ
ョ
ン
へ

シ
ャ
レ
た
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
オ
ー
ナ
ー

阿
原
正
昭
さ
ん
が
駅
ま
で
迎
え
に
来
て

下
さ
っ
て
感
激
。
そ
の
う
え
大
び
っ
く

り
。
こ
ん
な
日
光
ま
で
来
て
何
と
神
戸

女
学
院
の
学
生
、
森
沢
悦
子
さ
ん
、
別

所
勇
美
さ
ん
お
二
人
が
私
達
を
待
っ
て

い
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
神
ち
ゃ
ん
の
可
愛

い
か
つ
た
こ
と
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
ひ
と
し
き
り
話
し
が
続
い
た
。

〃
四
人
で
大
い
に
関
西
弁
で
し
た
″

東
照
宮
参
拝
の
早
朝
は
も
℃
で
中
禅

寺
湖
で
す
ら
六
○
年
ぶ
り
に
凍
り
つ
き

ボ
ー
ト
屋
や
旅
館
は
火
の
車
と
聞
き
ま

し
た
。往

き
の
荷
物
の
上
に
お
土
産
を
買
い

す
ぎ
た
こ
と
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

さ
す
が
に
力
持
ち
の
主
人
に
ビ
ッ
ク
リ

三
日
ぶ
り
、
や
っ
ぱ
り
我
が
家
が
一

番
安
ら
げ
る
と
無
事
の
帰
宅
を
待
っ
て

た
抑
の
ノ
ン
ち
ゃ
ん
に
語
り
か
け
ま
し

た
。
え
ら
い
こ
と
や
、
眼
鏡
と
主
人
の

着
か
え
た
下
着
を
あ
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に

忘
れ
て
き
た
／
眼
鏡
は
送
っ
て
下
さ
っ

た
が
、
下
着
が
ど
う
し
て
も
な
い
…
…

と
、
思
っ
て
た
ら
差
か
し
ぐ
も
あ
わ
て

ん
坊
の
主
人
、
二
枚
重
ね
ば
き
し
て
た

こ
と
で
大
笑
い
で
し
た
。

p

熱

さ
て
、
午
前
九
時
に
ホ
テ
ル
出
発
。

ま
ず
靖
国
神
社
に
参
拝
、
昭
和
一
ケ
タ

の
私
達
は
や
っ
ぱ
り
何
故
か
涙
が
出
て

し
ま
っ
た
。
ハ
ン
カ
チ
を
顔
に
あ
て
何

時
ま
で
も
座
っ
て
お
ら
れ
た
お
ば
あ
さ

ん
の
姿
は
今
も
思
い
だ
さ
れ
る
。

〃
「
亀
井
さ
ん
、
今
時
靖
国
神
社
や

皇
居
へ
行
く
な
ん
て
ノ
．
」
と
若
い
連
中

に
ひ
や
か
さ
れ
た
が
、
写
真
や
テ
レ
ビ

で
は
見
て
も
、
国
会
議
事
堂
、
皇
居
、

靖
国
神
社
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う

方
々
が
多
い
こ
と
、
笑
い
事
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
ぞ
／
八
十
五
才
の
我
が
家
の
母

も
亡
き
父
も
そ
う
だ
っ
た
し
、
一
生
懸

命
働
き
と
お
し
て
一
度
の
旅
行
も
で
き

ず
終
い
の
人
生
を
送
る
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
る
こ
と
知
ら
ん
の
か
…
…
″

靖
国
神
社
を
後
に
し
た
ら
代
々
木
武

道
館
で
の
東
大
入
学
式
の
人
波
に
ま
ぎ

れ
混
む
。
そ
こ
で
記
念
撮
影
し
て
た
ら

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
若
者
に
何
や
ら
声
か
け

ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
神

宮
参
拝
、
そ
し
て
か
の
若
者
の
街
、

原
宿
へ
行
く
。

〃
フ
ォ
ー
カ
ス
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
や

ら
れ
た
／
な
ん
て
平
気
で
カ
メ
ラ
を
シ

ャ
ッ
タ
ー
し
た
が
、
ま
だ
日
中
な
の
で

何
々
族
の
姿
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
ほ
ん

ま
の
所
、
神
戸
の
ヤ
ン
グ
の
方
が
よ
ほ

ど
セ
ン
ス
が
え
え
・
こ
れ
実
感
で
し
た
″

さ
て
、
い
よ
い
よ
東
武
鉄
道
で
一
路

日
光
へ
・
途
中
、
東
武
動
物
公
園
の
ポ

ス
タ
－
見
て
感
激
し
て
い
る
主
人
。

〃
西
山
登
志
雄
名
物
園
長
こ
そ
、
私

諒捻

＃

i蝋

華厳の滝で日光のペンションで夕食のひととき、神戸女学院の別所さん森沢さんと賑やかな浅草で
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小
誌
は
昭
和
印
年
に
創
刊
巧
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
お
よ
び
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
有
為
の
新
人
に
新
し
く
道
を
開
く
と
と
も
に
、
西
日
本
に
お
け
る
文
学
活
動
の
一

層
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
過
去
の
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

。
第
一
回
迦
巨
文
学
賞
「
島
之
内
ブ
ル
ー
ス
」
（
田
騨
新
Ⅱ
尼
崎
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
（
小
倉
弘
子
Ｉ
大
阪
画

・
第
二
回
神
戸
文
学
賞
「
姥
捨
て
」
（
奥
野
忠
昭
Ⅱ
大
阪
府
柏
原
市
）
「
生
活
」
（
吉
峰
正
人
Ⅱ
神
戸
市
）
（
こ
の
回
の
神
戸
女
流
文
学
賞
は
該

当
な
し
で
、
神
戸
寸
革
賞
を
一
一
作
が
受
怠

・
第
三
回
神
戸
文
学
賞
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
り
」
（
蒼
竜
一
Ⅱ
奈
良
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
夢
の
消
滅
」
（
大
原
由
記
子
Ⅱ
高
知
市
）

・
第
四
回
神
戸
文
学
賞
「
溶
け
る
間
」
（
高
木
敏
克
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
影
と
棲
む
」
（
田
口
佳
子
Ⅱ
伊
丹
市
）

・
第
五
回
辿
ロ
文
学
賞
Ⅱ
該
当
作
な
し
、
同
女
流
文
学
賞
「
痕
跡
」
（
久
保
田
匡
子
Ⅱ
大
阪
市
）

・
第
六
回
神
戸
文
学
賞
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
」
（
南
禅
満
作
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
学
賞
Ⅱ
該
当
作
な
し

・
第
七
回
神
戸
文
学
賞
「
凶
烏
の
群
」
（
徳
留
節
Ⅱ
京
都
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
花
い
ち
も
ん
め
」
（
新
光
江
Ⅱ
鳥
取
市
）

・
第
八
回
神
戸
文
学
賞
「
昔
の
眼
」
（
服
部
洋
介
Ⅱ
神
戸
市
）
同
女
流
文
坐
賞
蓄
蔽
の
詮
音
」
（
菊
池
佐
紀
Ⅱ
愛
媛
県
）

こ
こ
に
第
九
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ
一
、
入
選
発
表
は
本
誌
昭
和
六
十
年
新
年
号
誌
上

一
、
神
戸
文
学
賞
は
男
性
作
品
、
神
戸
女
流
文
学
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

賞
は
女
性
作
品
と
し
、
共
に
西
日
本
在
住
者
で
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

応
募
作
品
は
一
篇
に
限
り
ま
す
。
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
入
選
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
載
し
た
一
、
入
選
作
品
各
一
篇
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
二

も
の
に
限
り
ま
す
。
拾
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

｜
、
原
稿
枚
数
は
四
百
字
詰
百
枚
前
後
。
一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
市
中
央
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階
月

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
主
題
（
創
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

作
主
旨
）
を
つ
け
て
下
さ
い
。
電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
二
一
一
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
一
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）

八
選
考
委
員
Ｖ
足
立
巻
一
・
小
島
輝
正
。
森
川
達
也
・
島
京
子

画
一
第
九
回

鋤
穿
赦
響
韻
作
品
募
集

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子’

1２１
１
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